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弘前医療福祉大学短期大学部紀要投稿規定
１　本紀要への投稿者は、弘前医療福祉大学短期大学部の教員及び非常勤講師とする。
（共同執筆者に卒業生を含むことは差し支えない。）
　　なお、この他弘前医療福祉大学の教員及び非常勤講師の寄稿及び依頼原稿も含むもの
とする。
２　原稿は、未発表のもので、① 原著論文、② 事例研究・事例報告などの研究ノート、
③ 最近における介護福祉・食育福祉に関する内外の知見や調査レポートなどの資料
とする。
３　投稿原稿は、和文または欧文とし、本原稿のほかにコピー２部とＣＤまたはＵＳＢメ
モリを添付する。提出に際しては、図・表・写真・本文・要旨の内訳を明記する。
４　投稿原稿は、資料の引用、差別用語、説明と同意などの倫理的配慮の記述をする。
５　投稿原稿はすべて掲載するが、原則として一人一編とする。本文の長さ、図・表・写
真の大きさなど編集上不都合が生じる場合または印刷体裁が整わない場合には、変更
を求めることがある。
６　投稿原稿は紀要編集委員長に提出するものとし、投稿の締め切りは毎年 10 月末日と
する。
７　校正は二校までは投稿者が行う。初稿段階における大幅な変更は原則的に認めない。
また、二校における内容にわたる修正も認めない。
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2012 年 8 月 1 日制定
弘前医療福祉大学短期大学部紀要執筆要項
１　投稿原稿はＡ４版、10 ポイントで 1 枚につき 40 字（英字・数字は半角）×40 行横書
きとする。
　　原著論文、事例研究・事例報告などの研究ノートは 10 枚（16000 字）以内とし、最
近における介護福祉・食育福祉に関する内外の知見や調査レポートなどの資料は 5 枚
（8000 字）以内とする。但し、図表 1 枚は 800 字（半数）分に数えるものとする。　　
　　欧文原稿は、Ａ４版の用紙を使って用紙の左右 2.5~3.0 ㎝、上下 3.5~4.0 ㎝の余白を
とり、ダブルスペースで１行約 60 打字 25 行のタイプライト（用紙１枚に約 300words
入ることになる）をしたものとする。
　　欧文は必ずnative speakerによる校閲を受けたものであること。
２　図・表等は、各々１枚の用紙に図１または表１と書く。表題・図・表・写真は別葉と
し、本文中に入れない。掲載箇所は、本文原稿の右端欄外に赤字で図・表・写真の番号
をもって指定する。
　　図表原稿の大きさは、Ａ４版を越えないことを原則とする。折りこみについてはでき
るだけ避けるようにする。
３　和文表題には、欧文表題・著者名の英文を付す。欧文の場合には、表題・著者名・所
属の順とする。
４　本文とは別葉に、400 字以内の和文要旨とキーワード３～５語を記す。欧文要旨を付
す場合は 300 語以内とし、keywords３～５語を記す。
５　注は、本文中にその位置をアラビア数字で（　）中に指示し、注記は、各論文の形式
に適した位置に置く。なお、注の活字は本文の活字よりもポイントを下げて組む。
６　引用文献の記載は、ポイントを下げて、それぞれの学会誌等に順ずる。
７　他の出版物から図・表等の資料を引用転載する場合は、その資料が著者自身のもので
あっても、必ず出典引用する。
− 67 −
編　集　後　記
 弘前医療福祉大学短期大学部　　　　　　
 紀要編集委員会委員長　葛原　　徹
　「紀要第 2 号」を皆さんにお届けすることができて、紀要編集委員会の委員一同ホッとしてい
ます。
　この「第 2 号」には、第 1 号を上回る 9 編の斬新かつ独創的な力作が収められています。多忙
な業務の中限られた時間の中で、それぞれの専門分野における貴重な研究成果をご投稿いただい
た先生各位の熱意と意欲に対して、心から敬意を表しますとともに厚くお礼を申し上げる次第で
す。
　ところで、本学にとって平成 25 年という年は、新しい学科、「救急救命学科」が誕生するとい
う忘れられない年になりました。間もなく、新しい先生方をお迎えすることができることは誠に
喜ばしいことです。これからは生活福祉学科と救急救命学科が相携えて、本学の益々の隆盛・発
展のため努力しなければならないと決意を新たにしています。
　「紀要」は、教員各位がそれぞれの専門分野における研究の成果を情報発信することのできる
貴重な場です。従って毎年絶えることなく発行され続けることにその意義があると思います。先
生各位には、今後とも意欲的で個性あふれる研究成果をご投稿下さるよう、よろしくお願いを申
し上げます。
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